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●研究テーマ

動機

内容

まとめや感想

トーストの落下運動に関する研究
～バターを塗った面が下に向くのは運が悪いからか？～

福井大学教育学部附属義務教育学校9年

　日常生活で起こるさまざまな経験をユーモアな法則で表現した「マーフィーの法則」を読

んだことがきっかけとなり、トーストが床に落下した際にバターの面が下を向く確率が高

い理由を明らかにしたいと考え、この実験研究に取り組んだ。 

　繰り返し行った落下実験の撮影画像分析と得られた確率のデータによって、結論にまで

たどり着けたことがとてもうれしい。この研究を通して、日常生活で起こる現象を科学的に

見ることの楽しさを感じた。

　    
　自作したトーストの模型を使い、書籍「マーフィーの法則」の裏表紙に描かれているトー

ストが垂直に立った状態から落下する場合と、日常生活で起こりうるテーブルの端から重

心がはみ出して落下する場合について、落下実験を繰り返した。実験の結果から以下のこと

が分かった。

Ⅰ　垂直に立った状態から落下する場合

　　・どちらの面が下になるかは、ほぼ同じ確率であり、「運」と言える。

Ⅱ　テーブルの端から重心がはみ出して落下する場合

　　・トーストが床に到達するまでに、「90°＜回転＜270°」ならバターの面が下になる。

　    「回転＜90°または270°＜回転」ならバターの面が上になる。

　　・『テーブルの高さ』と『はみ出し率（トーストが落ち始めるときに重心がどれだけはみ

　    出しているか）』を設定すると、床に到達するまでに何度回転するかが決まるため、ど

　    ちらの面が下になるかも決定される。

　　・高さが70cm前後の日常生活で使用するテーブルでは、はみ出し率がどの場合で

　    あっても必ずバターの面が下になる。バターを塗った面が下になるのは「運が悪いか

　    ら」ではなく「物理の法則に従った現象」であると言える。
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